
様式第１号（第２条関係） 

（表面） 

施設型給付等支給認定申請書兼特定教育・保育施設等入所申込書 
令和 ６年１１月２０日  

喜多方市長 様 

次のとおり、施設型給付等に係る支給認定を申請します。 
また、保育施設等の利用を希望する場合は、特定教育・保育施設等に入所を申し込みます。 
なお、次の事項に同意します。 
○ 市が施設型給付費・地域型保育給付費等の支給認定に必要な市民税の情報（同一世帯者を含む。）及び世帯情報を閲覧 

すること及びその情報に基づき決定した利用者負担額について、特定教育・保育施設等に対して提示すること。 
○ 新年度４月利用開始の認定通知書の発行は、申込日に関わらず最長で利用開始日の前日まで延長することがあること。 

保
護
者(

申
請
者) 

ふりがな きたかた たろう  日中の連絡先 

氏 名 喜多方 太郎 
※自署の場合は押印不要 

印 優
先

順
位 

①( 父 ・ 母 ・ その他 ) ９８７ － ６５４３ － ２１０９ 

②( 父 ・ 母 ・ その他 ) １２３ － ４５６７ － ８９０１ 

住 所 喜多方市 字御清水東７２４４番地２ 

令和6年1月1日現在の住所 
(喜多方市外の場合記入) 

会津若松市○○○○１－２－３ 

申

請

に

係

る

児

童 

ふりがな きたかた くらのすけ 生年月日 性別 保護者との続柄 

氏 名 喜多方 蔵之介 
平成
令和 ６ 年 ５ 月 10 日 □ 男 

□ 女 
子 

個人番号 １ ２ ３ ４ － ５ ６ ７ ８ － ９ ０ １ ２ (令和 7 年 4 月 1 日時点年齢 ０ 歳)

障 害 者 

手帳の有無   
□ 有 □ 無 

療育手帳の 

有無 
□ 有 □ 無 

特別児童扶養 
手当証書の有無 

□ 有 □ 無 

希望認定 

区  分 

□１号(満３歳児～) 幼稚園、認定こども園の教育部分の利用を希望 

□２号(３～５歳児) 

□３号(０～２歳児) 

保育園(所)、認定こども園(保育部分)、小規模保育施設、 
事業所内保育施設の保育の利用を希望 

※１号を選択した場合は裏面③の記入は不要です。 
 
① 世帯の状況（世帯分離や別居の場合でも、生計を一にしている場合は必ず記載してください。） 

生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
（
申
請
に
係
る
児
童
を
除
く
） 

ふ り が な 
氏  名 

（個人番号） 

児童 
との 
続柄 

生年月日 
職業又は 
学校名等 

(利用希望日時点) 

児童 
との 
居住 

備考 

きたかた たろう 

父 

大正・昭和・平成・令和 

会社員 
同居 
・ 

別居 

（単身赴任中） 
東京都新宿区

西新宿１－１ 

喜多方 太郎 
２ 年 ４ 月 ６ 日 

２ ３ ４ ５ － ６ ７ ８ ９ － ０ １ ２ ３ 
きたかた はなこ 

母 

大正・昭和・平成・令和 

公務員 
同居 
・ 

別居 
 喜多方 花子 

３ 年 ９ 月 ３ 日 
３ ４ ５ ６ － ７ ８ ９ ０ － １ ２ ３ ４ 
きたかた いいで 

兄 

大正・昭和・平成・令和 

第五小学校 
同居 
・ 

別居 
 喜多方 飯豊 

28 年 ９ 月 ９ 日 
４ ５ ６ ７ － ８ ９ ０ １ － ２ ３ ４ ５ 
きたかた さくらこ 

姉 

大正・昭和・平成・令和 

いきいき保育園 
同居 
・ 

別居 
 喜多方 桜子 

３ 年 １ 月 ２ 日 
５ ６ ７ ８ － ９ ０ １ ２ － ３ ４ ５ ６ 
きたかた たかお 

祖父 

大正・昭和・平成・令和 

自営業（農業） 
同居 
・ 

別居 
 喜多方 高男 

38 年 ８ 月 ７ 日 
６ ７ ８ ９ － ０ １ ２ ３ － ４ ５ ６ ７ 
きたかた しおみ 

祖母 

大正・昭和・平成・令和 

無職 
同居 
・ 

別居 

身体障がい者
手帳３級所持 

喜多方 塩美 
40 年 ５ 月 １ 日 

７ ８ ９ ０ － １ ２ ３ ４ － ５ ６ ７ ８ 

家庭の状況 
□ ひとり親家庭（ 離婚 ・ 死別 ・ 未婚 ・ その他（          ）） 
□ 生活保護世帯（    年  月  日開始）  □ 障がい児（者）世帯 

※ 障がい児(者)世帯に該当する場合は、障がい者手帳や障害年金証書等の写しを添付してください。 
 

市記入欄 調整結果 入所先（            ）・保留 一覧表 支給認定 契約 給食費 園連絡 

本人 

確認 

１ 提出者（保護者( 父 ・ 母 )・保護者以外(   ※委任状必要）） 
２ 申請者の個人番号確認（確認・未確認） 
３ 提出者の本人確認（個カ・運免（        ）・その他） 

     

 

市記入欄 広域・転園・小規模満了・閉園 
未出生・年度途中（   月） 
きょうだい同時・事業所枠 

 

 
記入例 

・父母のうち保護者として登録する方を記入す
ること（市内在住者）。 

・きょうだいが既に入所している場合は、きょ
うだいと同じ保護者にすること。 

・令和６年１月１日現在の住所が喜多方
市以外の場合は、当時、住民票を置い
ていた住所を記入すること。 

・世帯員全員の状況を記入すること。 
・住所が別の場合でも生計が同一である子

どもの父、母、きょうだい等も記入する
こと。（単身赴任の父母など） 

・住所が喜多方市外の場合は、備考欄に住
所を記入すること。 

・１枚に書ききれない場合は、本書を２枚
使用すること。（２枚目以降は①世帯の
状況欄のみ記入） 

・家庭の状況欄に該当項目がある場合は、✓
をつけること。 

・障がい児（者）世帯に✓をつけた方は、障
がい者手帳等の写しを添付すること。 



様式第１号（第２条関係） 

（裏面） 

 
② 利用希望期間、希望する施設（事業者）名等 

利用希望期間 令和 ７年 ４月 １日から 
□小学校就学前まで 
□令和   年   月   日まで 

希 望 す る 
施設(事業者)名 

(※) 

第１希望 いきいき保育園      （希望理由） きょうだいが通園している   □見学済 

第２希望 すくすくこども園     （希望理由） 園の方針や保育内容がよい   □見学済 

第３希望 わくわく保育園      （希望理由） 通園距離や立地条件がよい   □見学済 

第４希望 第六保育園        （希望理由） 通園距離や立地条件がよい   □見学済 

第５希望 第五こども園       （希望理由） 知人が通園している      □見学済 

希望施設に入所 
できない場合の 
他施設の案内 

□希望する □ 旧喜多方   □ 熱塩加納 

      □ 塩川 □ 山都 □ 高郷 
□希望しない（空き待ちする） 

入所できな
い場 合 の
保育状況 

□育休の取得または延長(  年  月  日まで) 
□同伴就労 □親族保育（        ） 
□その他（               ） 

空き待ち希望 
※希望日から利用でき 

ない場合、引き続き入 

所を希望するか 

□希望する 
□希望しない 

※空き待ちの有効期限は、上記利用希望期間開始日の属する年度末までです。 
※他の入所希望者の入所選考に影響するため、空き待ちが必要なくなった場合は必ず 
ご連絡ください。 

※ 希望する施設順に利用調整を行い入所先を決定します。決定しても通園できない施設名は絶対に記入しないでください。 
 
③ 保育の利用を必要とする理由等（保育の利用を希望する場合に記入してください。） 

保
育
の
利
用
を 

必
要
と
す
る
理
由 

続柄※ 必要とする理由 備考 

父 
（  ） 

□ 就労（内定含む）（昼夜交代勤務：□有 □無） 

□ 介護・看護   □ 災害復旧  □ 求職活動  □ 就学 

□ 疾病・障害   □ その他（               ） 

 

母 
（  ） 

□ 就労（内定含む）（昼夜交代勤務：□有 □無）  □ 妊娠・出産 

□ 介護・看護   □ 災害復旧  □ 求職活動  □ 就学 

□ 疾病・障害   □ その他（               ） 

 

希望利用時間等 希望する保育必要量 

曜 日 □月 □火 □水 □木 □金 □土 □保育標準時間 

□保育短時間 

※保育標準時間を選択した場合でも 
保護者の就労状況等により、保育

短時間となる場合があります。 時 間 ８時 ００分から １７時 ３０分まで 

※ 父母以外が保護者となる場合は、その方の続柄を（ ）内に記入してください。 
 
④ きょうだい同時に申し込む場合の利用希望（該当者のみ記入）（１つのみ） 

 
□ 同時期・同施設に入所できる場合のみ利用を希望する。 
□ 同時期に入所できるなら、きょうだいが別の保育施設でもよい。 
□ その他（                                ） 

 
⑤ 支給認定証交付の希望（任意交付） 

 
□ 希望しない □ 希望する 

 

市記入欄 
採点者 確認者 

保護者の状況 
父 母 保護者計① 

  点 点 点 

世帯の 

状 況 

11-1 11-2 12 13 14 15 16-1 16-2 17-1 17-2 18-1 18-2 19 世帯計② 

             

点 

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 

             

優先順位 
1 2 3 4 5 6 7 備考 合計①＋② 

       点 
 

・月の初日(１日)からの入所希望の場合、休日等にかかわらず１日付けの入所となります。 
・産休明けから受入可能な施設の場合は、生後５７日以降の日を記入すること 

・利用希望日時点で希望する施設の対象
年齢に達している必要があります。別
冊の入所案内等で施設毎の対象年齢を
確認の上、記入すること。 

・保育必要量の詳細について
は、別冊の「入所案内」を
確認すること。 

・支給認定証(認定区分や認定期間が記
載されたもの)は、任意交付となりま
す。必要となる方のみ、✓してくださ
い。なお、全員に交付される支給認定
決定通知書と記載内容は同一です。 

市記入欄 



 

 

 

記入上の注意 
 
 この施設型給付等支給認定申請書兼特定教育・保育施設等入所申込書は、保護者が次の点に注意し記
入の上、市役所こども課または各総合支所住民課（施設（事業者）を経由して提出する場合は、入所を
申し込んだ施設）に提出してください。なお、その家庭から２人以上の児童が同時に申請を行う場合は、
それぞれの児童ごとに１枚の用紙を用いてください。 
 
 
（表面） 
１ 「保護者（申請者）」が自署でない場合は、押印が必要です。 
２ 「日中の連絡先」は、日中に確実に連絡が取れる電話番号を記入してください。 
３ 「障害者手帳の有無」、「療育手帳の有無」、「特別児童扶養手当証書の有無」の欄は、それぞれ該

当するものを○で囲み、手帳等の写しを添付してください。 
４ ①「世帯の状況」の欄は、申請児童の保護者、同居している親族及び生計を一にしている兄弟姉

妹等（別居を含む。）の全員（申請児童は除く。）について記入してください。別世帯でも同一住所
の方は、世帯員として記入してください。 

 
（裏面） 
５ ②「利用希望期間」の欄は、卒園まで希望する場合は小学校就学前までにチェック（☑）をつけ、

それよりも前までの期間を希望する場合は、利用を希望する期間を記入してください。 
６ ②「希望する施設（事業者）名」の欄は、希望する順位に従い、第５希望を上限に施設（事業者）

名を記入してください。また、その施設（事業者）を希望する理由（例えば、既に兄弟が利用して
いるため、延長保育（預かり保育）を実施しているため、距離が近いため等）を記入してください。 

７ ③「保育の利用を必要とする理由等」の欄は、表面の「希望認定区分」の欄で２号、３号を選択し
た場合に記入してください。（１号を選択した場合は記入の必要はありません。） 

８ 保育の認定基準は、次の表に掲げるような場合です。詳細は、別冊の入所案内をご参照ください。 
 

保育の認定基準 
 保育の必要性の認定を受ける場合は、両親いずれも（両親と別居している場合には児童の面倒を見ている者）
が次のいずれかの事情にある場合です。 
⑴ 就労等 児童の保護者が仕事（月６４時間以上）をするため、その児童の保育ができない場合 
⑵ 妊娠・出産 児童の保護者が出産の前後のため、その児童の保育ができない場合 
⑶ 疾病・障害 児童の保護者が病気、負傷、心身に障害があるため、その児童の保育ができない場合 
⑷ 介護等 児童の家庭に介護が必要な高齢者や、長期にわたる病人、心身に障がいのある人、小児慢性疾患に

伴う看護が必要な兄弟姉妹がおり、保護者がいつもその同居又は長期入院・入所している親族の介護・看護に
あたっているため、その児童の保育ができない場合 

⑸ 災害復旧 火災、風水害、地震などの不幸があり、その家庭を失ったり破損したため、その復旧の間、児童
の保育ができない場合 

⑹ 求職活動 児童の親が求職活動（起業準備を含む。）を行っているため、その児童の保育ができない場合 
⑺ 就学 児童の親が就学（職業訓練校等における職業訓練を含む。）のため、その児童の保育ができない場合 
⑻ 虐待・ＤＶ 児童虐待の恐れ又は配偶者からの暴力があり、その児童の保育が困難な場合 

 
９ ③「保育の利用を必要とする理由」の欄は、保護者等が児童を保育できない理由を８の表(1)～(7)

のいずれに掲げる場合に該当するかを判断して、該当する全ての□にチェック（☑）してください。
なお、⑴～⑺の場合以外で児童を保育できない理由がある場合は「その他」にチェック（☑）し、内
容を（ ）内に記入してください。また、「続柄」の欄について、父母以外が保護者となる場合は、
その方の続柄を（ ）内に記入してください。（祖父母等。） 

  
１０ ③「希望する保育必要量」の欄は保育標準時間と保育短時間のうち希望する欄にチェック（☑）

してください。なお、月１２０時間未満の就労や求職活動理由の場合は原則保育短時間認定にな
ります。 

１１ ④「きょうだいで同時に申し込む場合の利用希望」の欄はきょうだいで同時申込する場合に記
入してください。希望を基に利用調整を行います。施設の受け入れ状況等によっては必ずしもご
希望に添えない場合がありますのでご了承ください。 

 
（留意事項）  

支給認定（保育の必要性の認定）及び施設（事業者）への入所については、下記の場合があります
のであらかじめご承知ください。 
・保育の認定基準に該当しないため、希望する認定が受けられない場合 
・希望者が多数いるため希望する施設に入所できない場合 
・保育の認定基準の該当事由により利用期間の希望に添えない場合  


